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利用方法            

１. 本学のモップに合わせた収納法を考えました！ 
 
・ スペースを有効活用し〃モップを縦に掛けて整頓する 

ことにしました。 
 

・ 手でモップに触れずに〃３ステップで収納できるように

しました。（図１） 

 

製作の動機・目的        
本学では、木材加工教室を使用した後にモップがけを行ってい

ます。しかし〃濡れたモップを木材の床の上に置き壁に立てか

けて保管しているため〃最近床の木材が傷んできていることが

わかりました。また〃使用する際に取りづらく整理整頓ができ

ていないという現状を改善する必要があると思い〃本学の現状

に適したモップ掛けを開発しようと考えました。 

いち！ に！ 

図１ モップのかけ方 

２. モップを使用しやすくしました！ 
 
・ キャスターを取り

付けて〃簡単に移動

できるようにしま

した。 

 

・ 両側にモップをか

けることで〃大勢で

すぐに使用できる

ようにしました。

（図２） 
 

２. モップを使用しやすくしました！ 
 

図２ キャスター 

図２ 両側掛け 

３. 安全面・衛生面を考慮しました！ 
 
・ フックではなく〃摩擦による留め具を使用しました。（図３） 
 

・ モップの繊維部分があたる箇所には〃アルミパイプを  

用いて通気性を良くした。（図４） 
 

・ モップかけ周辺は湿気が高くなることが予測されるため〃

防腐剤を塗布しました。（図６） 

図３ 留め具 

留め具により全体の高さ

を低く設計することがで

き〃横転の危険性を軽減す

ることができます。 

図４ アルミパイプ 

アルミパイプを支えに 

使用することで〃モップが

乾燥しやすくなり湿気が

こもりにくくできます。  

さん！ 

図５ ビスキャップ 

ビスキャップを使用することで〃  

分解・取り外しが簡単にできるため〃

修理がしやすく〃繰り返し長く使用 

することができます。（図５） 

図６ 防腐剤の塗布 

防腐剤を木材に塗布する

ことで〃モップ使用後の 

湿気による材料の傷みを

防ぐことができます。 


